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ま
た
、
昭
和
四
十
三
年
度
九
丸
ま
で

の
一
般
会
計
の
予
算
に
つ
い
て
は
、

。
九
月
末
現
在
予
算
額
、
三
億
二
五
八

九
万
四
千
円
で
、
こ
の
予
算
に
対
し
、

O
入
っ
た
お
金
、
二
億
四
二

O
万
一

O

七
三
円

。
使
っ
た
お
金
、
一
億
四

O
七
九
万
四

七
一
五
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
納
め
ら
れ
る
税
金
の
使

途
と
、
町
の
財
政
収
ず
の
状
況
を
、
ご

理
解
願
い
、
な
お
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

昭
和
四
十
二
年
度
の
予
算
の
執
行
状

況
と
昭
和
四
十
三
年
度
予
算
の
九
月
ま

で
の
執
行
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
別
表
の
と
う
り
公
表
し
ま
す
。

昭
和
四
十
二
年
度
の
一
般
会
計
の
予

算
総
額
は
、
一
二
億
九
七
一
一
万
円
で
、

こ
の
予
算
に
対
し
、

。
入
っ
た
お
金
、
三
億
九
五
三
一
万
五

四
五
七
円

。
使
っ
た
お
金
、
三
億
八
二
二
二
万
五

二
九

O
円

。
差
し
引
き
、
一
三

O
九
万
二
ハ
七
円

の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。
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2.220 I 2.098 1 1.907 1 191 

I 9.625 1 9.524 1 101 

195.613 1 195.613 1 なし

昭和42年度特別会計

区 i 分 l予算額|収入額 I支出額 l差 引

国保特別会計 I 80.088 I 86.517 I 76.690 I 
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なし
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ま募
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品ま運
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行

幸模

昭和42年度一般会計予算の執行状況

482.739千円

468.090千円

躍量

募
金
は
私
た
ち
の

社
会
福
祉
の
向
上

に
使
わ
れ
ま
す

昭和42年度の一般会計と特別会計を合計すると

収入額(入ったお金)

支出額く使ったお金)

6.828 

299.220 

麗(中間)予

(毎月 l回発行〉

さ
わ
や
か
な
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
、

今
年
も
例
年
ど
う
り
十
月
一
日
か
ら
共

同
募
金
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
純
粋
な
民
間
運
動
で

あ
り
、
国
民
た
す
け
あ
い
の
精
神
を
基

謂
と
し
た
国
民
運
動
で
す
が
、
こ
の
運

動
に
寄
付
金
を
出
す
と
い
う
こ
と
は
、

決
し
て
押
し
つ
け
や
強
制
で
は
な
く
、

私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
善
意
に
も
と

ず
く
自
発
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
、
分
二
十
二

回
目
の
共
同
募
金
運
設
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
施
設
で
幸
う
す
い
日
々
を
送
っ

て
い
る
人
た
ち
の
た
め
院
、
ま
た
私
た

ち
の
住
ん
で
い
る
町
の
福
祉
の
向
上
を

は
か
る
た
め
に
、
こ
の
運
動
を
正
し
く

理
解
し
て
協
力
し
ま
し
ょ
う
。
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こ
の
よ
ろ
な
徴
収
猶
予
を
受
け
る
人

は
、
こ
れ
を
受
け
よ
う
と
す
る
給
与
の

支
払
日
の
前
日
ま
で
に
勤
務
先
を
経
由

し
て
、
徴
収
猶
予
申
請
書
を
税
務
署
へ

提
出
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
還
付
を
受
げ
よ
う
と
す
る
人

は
、
こ
れ
を
受
け
よ
う
と
す
る
税
制
が

納
付
済
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

を
勤
務
先
か
ら
も
ら
っ
て
、
還
付
申
請

書
に
添
付
し
、
直
接
住
所
地
を
管
轄
す

る
税
務
署
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

給
与
所
得
者
の
災
害
に
よ
る
被
一
な
お
、
住
宅
ま
た
は
家
財
に
つ
い
て

筈
が
住
宅
や
家
財
の
価
格
の
二
分
一
受
け
た
損
害
額
が
、
そ
の
価
額
の
半
額

の
一
以
上
で
、
し
か
も
、
そ
の
年
一
に
達
し
な
い
給
与
所
得
者
と
か
所
得
金

の
所
得
金
額
の
見
積
績
が
二
百
万
円
以
一
日
引
が
二
百
万
円
を
こ
え
る
給
与
所
得
者

下
で
あ
る
場
合
に
は
災
害
減
免
法
に
よ
一
で
あ
っ
て
も
雑
損
控
除
の
適
用
が
あ
る

っ
て
源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
、
ま
た
一
と
見
込
ま
れ
る
と
ぎ
は
、
雑
損
失
金
額

は
、
す
で
に
納
め
て
い
る
税
金
の
還
付
一
の
見
積
額
の
範
囲
内
の
税
金
の
徴
収
猶

(
返
還
)
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
一
予
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
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災
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よ
る

93 

徴
牧
猶
予
が

で
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ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
グ

(
毎
日
新
聞
か
ら
)

(
町
老
人
ホ

i
ム
施
設
整
備
費
)
と
し

て
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

マ
沖
滞
青
年
団

八
月
二
十
六
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
る

災
害
対
策
費
に
あ
て
て
ほ
し
い
と
、
沖

浦
青
年
団
(
団
長
湊
隼
人
外
団
員
三

十
人
)
は
、
去
る
九
月
七
日
、
ダ
ン
ス

大
会
を
聞
き
、
収
益
金
五
千
円
を
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。
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今
年
一
月
か
ら

操
業
を
始
め
ま
し

た
旧
福
山
ゴ
ム
は

七
月
一
日
か
ら
長

浜
化
成

K
K
と
社

名
を
改
め
、
そ
の

後
順
調
な
経
営
を

行
っ
て
お
り
、
現

在
、
次
の
よ
う
な

内
容
で
生
産
を
高
め
て
お
り
ま
す
。

従
業
員
数
(
九
月
三
十
日
現
在
)

日
区

M

A
口

J

全
員
陰
性

J

目

立

夕

刊

川

川

元

気

で

掴

帰

宅

d
d
一

出

海

1

人

先

月

六

日

、

沖

浦

保

育

所

児

童

か

ら

一

大

和

什

人

発

生

し

た

赤

痢

は

、

一

時

、

患

者

総

数

一

滝

3

人

五

十

人

に

ま

で

の

ぼ

り

ま

し

た

が

、

町

ま

一

豊

町

8

人

と

大

測

保

健

所

と

の

懸

命

の

防

疫

対

策

一

V
小
野
さ
ん

官

一

八

多

喜

2

人

〔

初

任

給

〕

に

よ

っ

て

、

患

者

は

こ

れ

以

上

の

発

生

一

大

字

長

暗

の

小

野

善

広

さ

ん

は

、

こ

一

一

の

ま

ど

、

缶

、

タ

ケ

ヨ

さ

ん

の

死

去

に

一

双

海

1

人

男

子

月

収

一

万

七

千

円

な

く

、

九

月

二

十

日

か

ら

順

次

隔

離

病

て

u

，t
f

一

一

際

し

て

の

香

典

返

し

の

代

り

に

現

金

七

一

磯

崎

1

人

女

子

月

収

一

万

五

千

五

百

円

舎

を

退

舎

、

十

月

七

日

、

患

者

全

員

無

一

一

。

一

万

円

を

長

浜

町
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ま
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ら
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先
々
月
の
集
中
豪
雨
か
ら
早
二
ヶ
月

が
過
夕
、
ょ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
復
旧

の
間
な
し
に
、
つ
い
に
恐
れ
て
い
た
三

度
目
の
赤
痢
発
生
を
見
る
結
果
と
な
り

こ
の
と
こ
ろ
災
難
つ
づ
き
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
一
方
で
は
、
一
枚
の
到
来

と
と
も
に
、
特
産
の
み
か
ん
、
し
い
た

け
、
く
り
な
ど
の
秋
の
味
覚
の
量
作
だ

よ
り
が
伺
わ
れ
、
い
つ
の
間
に
か
深
秋

に
入
り
ま
し
た
。

今
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
去
年

分
の
雨
水
を
ま
と
め
た
ご
と
く
、
雨
の

日
が
大
変
多
い
よ
う
で
す
が
、
間
も
な

く
厳
し
い
冬
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

実
、
く
な
る
と
、
あ
の
恐
ろ
し
い
火
事

の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

火
事
の
原
因
の
最
も
多
い
の
は
、
「

た
ば
こ
の
火
」
で
す
。
た
ば
こ
の
す
い

が
ら
な
ど
は
、
ど
こ
え
で
も
捨
て
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

又
、
什
月
か
ら
は
狩
猟
の
解
禁
で
す

銃
砲
の
と
り
扱
い
は
慎
重
に
い
た
し
ま

し
ょ
う
。


